
増える豪華観光列車

（）


　

　
　



３月のダイヤ改正で「のぞみ」自由席２両に　どう変化するのか



「
韓
国
絶
品
グ
ル
メ

選
」商
品
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
は
読
売
旅
行
に

韓
国
観
光
公
社
と
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
企
画

役
員
の
担
当
変
更

Ｊ
Ｔ
Ｂ
、２
月
１
日
付

留
学
生
の
危
機
に
対
応

日
本
旅
行
グ
ル
ー
プ

大
学
向
け
に
新
サ
ー
ビ
ス

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
共
同
講
演
会

国
際
観
光
機
関
の
取
り
組
み
紹
介

４年連続最高評価
Ｄ＆Ｉアワードで

ＪＡＬ

北
海
道
十
勝
舞
台
に

命
と
食
学
ぶ
ツ
ア
ー

東
武
ト
ッ
プ

北
海
道
方
面
が
好
調

航
空
２
社
の
年
末
年
始
予
約

���

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
新
た
な
観
光

列
車
「
赤
い
星
」
「
青
い
星
」

の
概
要
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
赤
い
星
」
は
、
主
に
釧
網

線
の
釧
路
―
知
床
斜
里
間
で
運

行
し
、
道
内
各
地
を
回
る
ク
ル

ー
ズ
ト
レ
イ
ン
と
し
て
も
活
用

さ
れ
ま
す
。
「
青
い
星
」
は
主

に
富
良
野
線
で
運
行
し
、
流
氷

期
間
は
釧
網
線
の
網
走
―
知
床

斜
里
間
で
も
運
行
し
ま
す
。

　
「
赤
い
星
」
が
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
ク
ラ
ス
（
豪
華
）
、
「
青

い
星
」
が
プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ラ
ス

（
上
質
）
と
い
う
位
置
づ
け
で

す
。
運
行
開
始
は
２
０
２
６
年

度
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
将
来
を
担

う
、
看
板
車
両
と
し
て
の
期
待

が
か
か
り
ま
す
。

　
入
れ
替
わ
る
形
で
、
こ
れ
ま

で
釧
網
線
や
富
良
野
線
を
走
っ

て
き
た
「
ノ
ロ
ッ
コ
号
」
が
、


年
度
を
も
っ
て
運
行
を
終
了

し
ま
す
。
普
通
・
快
速
で
運
行

さ
れ
て
き
た
、
い
わ
ば
エ
コ
ノ

ミ
ー
ク
ラ
ス
の
観
光
列
車
で
す

が
、
そ
れ
が
姿
を
消
し
て
、
豪

華
で
上
質
な
観
光
列
車
が
登
場

し
て
く
る
わ
け
で
す
。

　
こ
う
し
た
観
光
列
車
の
ハ
イ

グ
レ
ー
ド
化
は
、
全
国
的
な
傾

向
で
す
。

　
た
と
え
ば
、

年
に
登
場
し

た
Ｊ
Ｒ
九
州
の
「
か
ん
ぱ
ち
・

い
ち
ろ
く
」
や
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本

の
「
は
な
あ
か
り
」
も
、
全
車

グ
リ
ー
ン
車
仕
様
で
す
。
定
期

列
車
で
は
、
「
サ
フ
ィ
ー
ル
踊

り
子
」
も
グ
リ
ー
ン
車
し
か
連

結
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
豪
華
列
車
が
増
え
て
い
る
の

は
、
鉄
道
会
社
が
観
光
列
車
で

の
増
収
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ

と
に
加
え
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
念
頭
に
、
価
格
を
引
き
上
げ

て
も
魅
力
的
な
車
両
に
し
た
ほ

う
が
、
集
客
し
や
す
い
と
い
う

側
面
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
観
光
列
車
の
草
分
け
的
存
在

と
い
え
ば
五
能
線
の
快
速
「
リ

ゾ
ー
ト
し
ら
か
み
」
で
、
い
ま

で
も
乗
車
券
と
座
席
指
定
料
金

だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
エ
コ
ノ
ミ
ー
な

観
光
列
車
は
、
少
数
派
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
の

が
、
定
期
運
用
に
も
用
い
ら
れ

る
「
観
光
車
両
」
で
す
。
た
と

え
ば
、
北
海
道
で
は
、
キ
ハ


形
と
い
う
古
い
車
両
を
改
装
し

て
「
北
海
道
の
恵
み
」
と
い
う

観
光
車
両
に
仕
立
て
て
い
ま

す
。
座
席
配
置
は
ほ
と
ん
ど
変

更
せ
ず
、
ふ
だ
ん
は
定
期
運
行

の
普
通
列
車
に
充
当
し
て
い
ま

す
が
、
観
光
列
車
と
し
て
も
運

行
で
き
る
多
目
的
車
両
で
す
。

　
観
光
車
両
が
走
る
の
は
主
に

ロ
ー
カ
ル
線
で
す
。
人
口
減
少

に
よ
り
、
沿
線
の
通
学
客
だ
け

で
席
が
埋
ま
ら
な
く
な
っ
て
い

る
の
で
、
普
通
列
車
を
観
光
列

車
兼
用
に
し
て
、
少
し
で
も
観

光
客
に
乗
っ
て
も
ら
お
う
と
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
と
人

口
の
減
少
は
、
観
光
列
車
の
あ

り
方
に
も
変
化
を
及
ぼ
し
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
（
旅
行
総
合
研
究
所
タ
ビ
リ

ス
代
表
）
　
　
＝
月
２
回
掲
載

　
東
海
道
・
山
陽
新
幹
線
「
の

ぞ
み
」
の
自
由
席
が
２
０
２
５

年
３
月

日
の
ダ
イ
ヤ
改
正
か

ら
現
在
の
３
両
か
ら
２
両
と
な

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

　
東
京
駅
発
の
下
り
の
「
の
ぞ

み
」
は
始
発
駅
で
本
数
が
多
い

こ
と
か
ら
私
自
身
も
自
由
席
を

利
用
す
る
機
会
が
多
い
が
、
今

後
は
指
定
席
利
用
が
増
え
る
可

能
性
も
あ
り
そ
う
だ
。
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
と
思
う
。

　
ま
ず
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

１
両
分
増
え
る
こ
と
で
指
定
席

が
予
約
し
や
す
く
な
る
。
３
号

車
の
定
員
数
は

席
で
こ
れ
が

指
定
席
に
な
る
こ
と
で
慢
性
的

に
混
ん
で
い
る
指
定
席
が
少
し

取
り
や
す
く
な
る
。
特
に
途
中

駅
の
品
川
駅
・
新
横
浜
駅
か
ら

乗
り
た
い
時
な
ど
は
プ
ラ
ス
に

な
る
。

　
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
海
に
と
っ
て

も
指
定
席
が
増
え
る
こ
と
で
収

入
増
に
な
る
だ
ろ
う
。
以
前
、

Ｊ
Ｒ
東
海
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
「
ス
マ
ー
ト
Ｅ
Ｘ
」
「
エ

ク
ス
プ
レ
ス
予
約
」
は
指
定
席

と
自
由
席
が
同
じ
料
金
だ
っ
た

時
代
が
長
か
っ
た
が
、
今
は
指

定
席
と
自
由
席
が
異
な
る
価
格

と
な
り
、
ネ
ッ
ト
予
約
で
も
収

益
増
が
望
め
る
。

　
す
で
に
年
末
年
始
や
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、
お
盆
な
ど
の

繁
忙
期
は
「
の
ぞ
み
」
が
全
席

指
定
席
と
な
り
、
２
年
目
を
迎

え
て
完
全
に
定
着
し
て
い
る
よ

う
だ
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
自

由
席
の
争
奪
戦
が
激
し
く
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
冒
頭
で
も
触
れ
た
が
、
私
自

身
は
東
京
駅
発
で
「
の
ぞ
み
」

を
利
用
す
る
機
会
が
多
い
が
、

１
時
間
あ
た
り

本
以
上
の

「
の
ぞ
み
」
が
発
車
す
る
こ
と

も
あ
り
、
私
は
「
ス
マ
ー
ト
Ｅ

Ｘ
」
で
自
由
席
を
購
入
し
、
東

京
駅
に
到
着
し
た
段
階
で
先
発

列
車
に
乗
車
す
る
と
い
う
こ
と

を
し
て
い
る
が
、
２
両
と
な
る

こ
と
で
現
在
の
２
５
０
席
が
１

６
５
席
と
減
る
こ
と
か
ら
先
発

列
車
で
座
れ
な
い
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

　
た
だ
、
ネ
ッ
ト
予
約
で
指
定

席
自
体
も
直
前
で
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
簡
単
に
予
約
で
き
る

の
で
、
ギ
リ
ギ
リ
で
も
特
段
大

き
な
問
題
に
は
な
ら
な
そ
う

だ
。
影
響
が
出
そ
う
な
の
が
新

幹
線
特
定
特
急
券
と
し
て
割
安

に
自
由
席
が
利
用
で
き
る
短
距

離
利
用
。

　
「
の
ぞ
み
」
に
お
い
て
、
東

京
・
品
川
―
新
横
浜
、
京
都
―

新
大
阪
、
新
大
阪
―
新
神
戸
、

小
倉
―
博
多
を
利
用
す
る
際
に

乗
車
時
間
が
短
い
の
で
立
席
で

も
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
い
が
、
こ

れ
ま
で
よ
り
座
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

　
本
数
は
少
な
い
が
、
「
ひ
か

り
」
「
こ
だ
ま
」
を
利
用
す
れ

ば
い
い
が
、
短
距
離
区
間
ほ
ど

先
発
列
車
に
乗
り
た
い
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。

　
個
人
的
な
希
望
と
し
て
は
、

今
も
平
日
朝
の
時
間
帯
に
実
施

し
て
い
る
、
新
横
浜
↓
東
京
に

お
け
る
空
い
て
い
る
指
定
席
に

自
由
席
特
急
券
で
座
れ
る
と
い

う
特
別
運
用
を
増
や
し
て
ほ
し

い
と
こ
ろ
だ
。

　
た
と
え
ば
、
新
大
阪
行
き
の

「
の
ぞ
み
」
の
京
都
↓
新
大
阪

な
ど
で
は
可
能
だ
ろ
う
。
３
月

の
ダ
イ
ヤ
改
正
以
降
、
自
由
席

の
混
み
方
が
ど
う
な
る
の
か
注

目
し
た
い
と
思
う
。

　（
航
空
・
旅
行
ア
ナ
リ
ス
ト
、

帝
京
大
学
非
常
勤
講
師
）
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Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
説

明
す
る
熊
田
氏
（
左
）

　
全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

と
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
は


月

日
、
年
末
年
始
期
間

（

月

日
～
１
月
５
日
）

の
予
約
状
況
を
発
表
し
た
。

両
社
と
も
国
内
・
国
際
線
共

に
好
調
で
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
予
約

率
は
２
０
２
０
年
以
降
、
両

線
で
過
去
最
多
を
記
録
。
方

面
別
で
は
、
北
海
道
、
ハ
ワ

イ
方
面
の
需
要
が
顕
著
に
み

ら
れ
た
。

　
国
内
線
の
予
約
数
は
、
Ａ

Ｎ
Ａ
が
前
年
度
比

・
２
％

増
の
１
４
６
万
６
０
９
１
人

で
、
予
約
率
は
同
９
・
４
㌽

増
の

・
６
％
。
方
面
別
で

は
、
北
海
道
方
面
が
同

％

増
と
高
水
準
を
記
録
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
同
８
・
８
％
増

の
１
０
８
万
２
３
９
人
で
、

予
約
率
は
同
７
・
４
㌽
増
の


・
３
％
。
方
面
別
で
は
、

北
海
道
を
は
じ
め
、
関
西
、

中
国
・
四
国
、
沖
縄
方
面
が

好
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
国
際
線
の
予
約
数
は
、
Ａ

Ｎ
Ａ
が
同

・
２
％
増
の


万
１
３
２
３
人
で
、
予
約
率

は
同
６
・
０
㌽
増
の

・
４

％
。
方
面
別
で
は
、
ハ
ワ
イ

や

年

月
に
新
規
就
航
し

た
欧
州
路
線（
ミ
ラ
ノ
含
む
）

が
同

・
０
％
増
と
大
き
く

伸
び
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
同

・
２
％
増

の

万
６
０
８
９
人
で
、
予

約
率
は
同
９
・
５
㌽
増
の


・
８
％
。
方
面
別
で
は
、
特

に
東
ア
ジ
ア
路
線
が
好
調

で
、
ハ
ワ
イ
路
線
で
は

月


日
の
日
本
着
便
を
除
き
、

日
本
発
着
便
が
ほ
ぼ
満
席
と

な
っ
て
い
る
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
は

月

日
、
韓
国

観
光
公
社
と
共
同
で
実
施
し

た
２
０
２
４
年
４
月
１
日
か

ら

月

日
出
発
ま
で
の

「
韓
国
絶
品
グ
ル
メ

選
　

商
品
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
つ
い

て
、
受
賞
商
品
を
決
定
し
、

同
日
、
表
彰
式
を
行
っ
た
。

最
優
秀
の
「
韓
国
観
光
公
社

賞
」
に
は
読
売
旅
行
の
商
品

が
選
出
さ
れ
、
追
加
で
設
定

さ
れ
た
「
敢
闘
賞
」
を
含
め

今
回
は
合
計
５
社
が
受
賞
し

た
＝
写
真
。

　「
韓
国
絶
品
グ
ル
メ

選
」

は
、
そ
の
地
方
で
し
か
味
わ

え
な
い
絶
品
料
理
を
広
く
紹

介
し
、
韓
国
の
地
方
都
市
の

魅
力
発
信
、
ソ
ウ
ル
へ
の
一

極
集
中
の
緩
和
、
高
付
加
価

値
な
観
光
素
材
の
提
供
、
団

体
需
要
の
促
進
な
ど
を
目
的

に

年
に
制
定
さ
れ
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
「
韓
国
絶
品

グ
ル
メ

選
」
の
商
品
化
が

停
滞
し
て
い
た
こ
と
を
受

け
、
再
度
各
社
に
使
用
し
て

も
ら
い
韓
国
の
「
食
」
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
目
的
で
前
年
に

引
き
続
き
実
施
。
ア
ウ
ト
バ

ウ
ン
ド
促
進
協
議
会
（
Ｊ
Ｏ

Ｔ
Ｃ
）
東
ア
ジ
ア
部
会
（
会

長
＝
平
井
登
・
ジ
ャ
ル
パ
ッ

ク
社
長
）
に
お
け
る
部
会
活

動
の
一
環
で
、
韓
国
観
光
公

社
と
共
同
で
行
わ
れ
て
い

る
。

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

「
韓
国
絶
品
グ
ル
メ

選
」

の
う
ち
最
低
１
カ
所
を
取
り

入
れ
、
さ
ら
に
伝
統
市
場
の

観
光
な
ど
地
方
活
性
化
の
た

め
の
素
材
を
組
み
込
む
こ
と

が
条
件
。

社

部
署
か
ら


商
品
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　
最
優
秀
と
な
る
韓
国
観
光

公
社
賞
に
は
、
読
売
旅
行
の

「

の
世
界
遺
産
と

都
市

巡
り
＆
５
つ
の
韓
国
絶
品
グ

ル
メ
を
食
す
！
」
が
選
出
。

短
い
滞
在
期
間
で
各
地
を
巡

る
内
容
の
濃
さ
や
五
つ
の
グ

ル
メ
を
組
み
込
ん
だ
こ
と
、

販
売
促
進
活
動
に
も
注
力
し

た
点
が
評
価
さ
れ
た
。
こ
の

ほ
か
、
「
日
本
旅
行
業
協
会

賞
」
１
点
、
「
特
別
賞
」
２

点
に
加
え
、
今
回
は
追
加
で
「
敢
闘
賞
」
も
１
点
用
意
さ

れ
た
。

　
韓
国
観
光
公
社
・
日
本
地

域
セ
ン
タ
ー
長
兼
東
京
支
社

長
の
金
観
美
（
キ
ム
・
グ
ァ

ン
ミ
）
氏
は
、
「
地
域
グ
ル

メ
を
体
験
さ
せ
た
り
、
世
界

文
化
遺
産
巡
り
を
組
み
込
ん

だ
り
と
、
内
容
を
魅
力
的
に

見
せ
る
こ
と
で
集
客
が
う
ま

く
い
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
商

品
が
多
か
っ
た
の
は
一
番
よ

い
こ
と
。
旅
行
会
社
な
ら
で

は
の
魅
力
的
な
価
値
の
あ
る

韓
国
の
商
品
が
た
く
さ
ん
出

て
く
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も

支
援
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
受
賞
者
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　
表
彰
式
の
後
は
同
社
次
長

の
梁
蘭
榮
（
ヤ
ン
・
ナ
ニ
ョ

ン
）
氏
が
登
壇
し
、
日
韓
国

交
正
常
化

周
年
と
な
る


年
に
向
け
て
、
商
品
造
成
・

団
体
送
客
の
計
画
に
つ
い
て

概
要
を
説
明
し
た
。

　
韓
国
を
訪
れ
る
日
本
人
が


～

代
の
女
性
に
偏
っ
て

い
る
点
や
、
両
国
の
近
さ
ゆ

え
に
短
期
滞
在
が
多
く
な
っ

て
い
る
現
状
を
打
開
す
べ

く
、
２
０
２
５
年
は
比
較
的

長
期
の
滞
在
が
可
能
な
中
高

年
層
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
、
男

性
な
ど
を
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
地
方
観
光
商
品
の

造
成
を
促
す
。

　
次
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
絶
品
グ
ル
メ

選
と

「
絶
景
」
を
組
み
合
わ
せ
た

地
方
観
光
の
商
品
造
成
を
条

件
に
設
定
し
、
「
絶
景
」
の

詳
し
い
対
象
に
つ
い
て
は
、

祭
り
な
ど
の
伝
統
行
事
も
含

め
検
証
を
行
う
。
国
交
正
常

化

周
年
の
記
念
商
品
の
造

成
・
送
客
も
目
指
し
、
韓
国

観
光
に
関
心
の
あ
る
一
般
消

費
者
に
向
け
て
地
方
で
伝
統

文
化
を
体
験
で
き
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
今
後
発
信
し
て
い
く

と
し
た
。

　
今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
の

受
賞
者
は
次
の
通
り
。

　
【
韓
国
観
光
公
社
賞
】

（
１
点
）

　
読
売
旅
行
「

の
世
界
遺

産
と

都
市
巡
り
＆
５
つ
の

韓
国
絶
品
グ
ル
メ
を
食
す

！
」

　
【
日
本
旅
行
業
協
会
賞
】

（
１
点
）

　
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス

「
韓
国
美
食
と
世
界
遺
産
を

巡
る
韓
国
４
日
間
」

　
【
特
別
賞
】
（
２
点
）

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
「
美
食
と
世
界
遺

産
を
巡
る
韓
国
縦
断
４
日

間
」

　
阪
急
交
通
社
「
港
町
釜
山

・
慶
州
に
行
っ
た
ら
絶
対
食

べ
た
い
カ
ニ
・
ふ
ぐ
・
サ
ム

ギ
ョ
プ
サ
ル
か
ら
韓
国
屋
台

ま
で
！
　
担
当
者
イ
チ
推
し

の

の
名
物
料
理
を
食
す
春

夏
の
マ
シ
ッ
ソ
ヨ
釜
山
慶
州

４
日
間
」

　
【
敢
闘
賞
】
（
１
点
）

　
Ｔ
Ａ
Ｂ
ｉ

Ｚ
（
タ
ビ
ー

ズ
）
「
韓
国
旅
行
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
ハ
テ
ギ
ュ
ン
と

行
く
　
韓
国
隅
々
旅
～
２
０

２
４
忠
清
道
～
」

　
日
本
旅
行
の
海
外
グ
ル
ー

プ
会
社
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ｋ
Ａ
Ｌ
　
Ｒ

Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
　
Ｓ
Ｄ

Ｎ

Ｂ
Ｈ
Ｄ

（
本
社
＝
マ

レ
ー
シ
ア
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

ー
ル
）
は
、
日
本
国
内
の
大

学
を
対
象
と
し
た
危
機
管
理

サ
ー
ビ
ス「
大
学
１
１
０
番
」

を
こ
の
ほ
ど
始
め
た
。
海
外

で
の
重
大
事
案
発
生
時
に
迅

速
な
事
故
対
応
を
行
う
な

ど
、
日
本
か
ら
海
外
に
派
遣

さ
れ
た
留
学
生
ら
を
支
援
す

る
。

　
①
平
時
に
お
い
て
海
外
で

の
重
大
事
案
発
生
時
を
想
定

し
て
、
各
大
学
が
持
つ
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
実
効
性
を
検
証
す

る
た
め
の
簡
易
な
訓
練
を
実

施
②
大
学
担
当
者
向
け
に
、

案
件
や
回
数
を
問
わ
ず
無
料

で

時
間
３
６
５
日
相
談
窓

口
を
提
供
③
事
故
対
策
本
部

設
置
ま
で
の
間
、
「
事
故
対

策
準
備
室
」
を

時
間
３
６

５
日
体
制
で
迅
速
に
設
置
―

の
各
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
設

定
。

　
同
社
の
現
地
駆
け
付
け
パ

ー
ト
ナ
ー
が
現
場
に
急
行

し
、
現
地
に
滞
在
す
る
学
生

の
支
援
を
行
う
な
ど
、
要
望

に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
も
行

う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
一
段
落
し
て

海
外
へ
の
派
遣
学
生
数
が
回

復
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
不

安
定
な
国
際
情
勢
が
続
き
、

事
件
、
事
故
な
ど
不
測
の
事

態
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス
ク

が
増
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
大
学
で
危
機
管
理

対
応
の
実
効
性
に
疑
問
が
残

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
ほ
か
、
危

機
管
理
会
社
と
契
約
し
て
い

る
も
の
の
気
軽
に
相
談
し
づ

ら
く
費
用
対
効
果
を
感
じ
ら

れ
な
い
な
ど
の
声
が
上
が
っ

て
い
る
と
い
う
。
同
社
は
こ

れ
ら
の
声
に
応
え
た
。

　
料
金
は
１
校
当
た
り
年
間


万
円
。

　
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
）
の
訪
日
旅
行
推
進
委

員
会
は

月

日
、
太
平
洋

ア
ジ
ア
観
光
協
会
（
Ｐ
Ａ
Ｔ

Ａ
）
と
共
同
で
、
国
際
観
光

機
関
の
取
り
組
み
を
紹
介
す

る
講
演
会
を
開
催
し
た
。
Ｐ

Ａ
Ｔ
Ａ
の
会
員
企
業
の
特
徴

や
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
な

ど
が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
コ

ロ
ナ
禍
で
停
止
し
て
い
た
各

種
活
動
の
活
性
化
に
向
け
て

２
０
２
５
年
に
実
施
す
る
主

な
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
し

た
。
Ｕ
Ｎ
ツ
ー
リ
ズ
ム
駐
日

事
務
所
も
参
加
し
、
国
際
観

光
の
潮
流
や
今
後
注
力
し
て

い
く
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。

　
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
（
Ｐ
ａ
ｃ
ｉ
ｆ

ｉ
ｃ
　
Ａ
ｓ
ｉ
ａ
　
Ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
　
Ａ
ｓ
ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
は
、
太
平
洋
ア

ジ
ア
地
域
へ
の
観
光
客
誘
致

や
域
内
交
流
の
活
性
化
を
目

的
と
し
た
国
際
広
域
観
光
団

体
。
１
９
５
２
年
に
米
国
の

ハ
ワ
イ
で
設
立
さ
れ
、
現
在

は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
事

業
本
部
を
、
タ
イ
の
バ
ン
コ

ク
に
運
営
本
部
を
置
い
て
い

る
。
世
界
中
に

の
支
部
を

擁
し
て
お
り
、

年
に
設
立

さ
れ
た
日
本
支
部
で
は
、
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
会
員
企
業
を
は
じ

め
、
旅
行
産
業
に
携
わ
る
政

府
機
関
、
航
空
・
空
港
会
社

な
ど
が
参
画
。
横
断
的
に
連

携
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ア

ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。

　
講
演
会
の
冒
頭
、
Ｐ
Ａ
Ｔ

Ａ
日
本
支
部
会
の
石
田
恒
夫

会
長
が
登
壇
。
「
観
光
業
界

を
横
断
し
て
皆
さ
ま
と
と
も

に
原
点
回
帰
で
一
緒
に
学
習

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
来
年
に

向
け
て
ど
の
よ
う
な
行
動
を

し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
考
え

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　
講
演
会
の
前
半
は
、
Ｐ
Ａ

Ｔ
Ａ
本
部
役
員
の
熊
田
順
一

氏
が
「
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
本
部
の
取

り
組
み
と
日
本
支
部
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
」
と
題
す
る

講
演
を
行
っ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ

の
会
員
企
業
の
特
徴
や
支
部

間
で
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
ど
を
紹
介
。

年
に
開
催

予
定
の
主
な
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
毎
年
１
回
実
施
さ
れ
る

Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
総
会
「
Ｐ
Ａ
Ｔ

Ａ
　
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｕ
Ａ
Ｌ
　
Ｓ
Ｕ

Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
」
が
４
月

日
か

ら

日
に
か
け
て
ト
ル
コ
・

イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
る
ほ
か
、
８
月

日
か
ら


日
に
か
け
て
開
催
予
定
の

「
Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
　
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ

Ｌ
　
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｔ
」
を
紹
介
し

た
。

　
後
半
は
、
Ｕ
Ｎ
ツ
ー
リ
ズ

ム
駐
日
事
務
所
の
副
代
表
・

大
宅
千
明
氏
が
オ
ン
ラ
イ
ン

参
加
で
Ｕ
Ｎ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

概
要
や
活
動
方
針
、
国
際
観

光
の
潮
流
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

　
大
宅
氏
は
、
Ｕ
Ｎ
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
年
４
回
更
新
で
公
開

し
て
い
る
世
界
各
国
の
観
光

客
到
達
数
や
国
際
観
光
収
入

・
支
出
額
な
ど
の
統
計
デ
ー

タ
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
」を
紹
介
し
た
ほ
か
、

コ
ロ
ナ
前
の

年
と
比
較
し

た
観
光
収
入
額
の
成
長
率
ラ

ン
キ
ン
グ
で
日
本
は
世
界
４

位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
言
及
。
世
界
的
に
コ
ロ

ナ
前
の
水
準
ま
で
国
際
観
光

が
回
復
し
て
い
る
と
し
た
上

で
、
「
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に

戻
っ
た
か
ら
良
い
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
よ
り
社
会
的

・
環
境
的
な
責
任
を
意
識
す

る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し

た
。
観
光
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
を
目
指
す
重
要
性
に
つ
い

て
触
れ
、
持
続
可
能
な
観
光

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
優

良
地
域
を
認
定
す
る
「
ベ
ス

ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ビ
レ
ッ

ジ
」
や
、
昨
年

月
に
仙
台

で
開
催
さ
れ
た
「
観
光
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
サ
ミ
ッ
ト
」
を
紹

介
し
た
。

　
日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）
は

こ
の
ほ
ど
、
Ｊ
ｏ
ｂ
Ｒ
ａ
ｉ

ｎ
ｂ
ｏ
ｗ
社
が
主
催
す
る
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル

ー
ジ
ョ
ン
（
Ｄ
＆
Ⅰ
）
に
取

り
組
む
企
業
を
認
定
・
表
彰

す
る
日
本
最
大
の
ア
ワ
ー
ド

「
Ｄ
＆
Ｉ
　
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
２

０
２
４
」
に
お
い
て
、
４
年

連
続
と
な
る
最
高
評
価
の

「
ベ
ス
ト
ワ
ー
ク
プ
レ
イ

ス
」
に
認
定
さ
れ
た
と
発
表

し
た
。
従
業
員
数
３
０
０
１

人
以
上
の
企
業
を
対
象
と
し

た
「
Ｄ
＆
Ⅰ
　
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ

賞
」
も
受
賞
し
、
ダ
ブ
ル
受

賞
を
達
成
し
た
。

　
同
ア
ワ
ー
ド
の
認
定
基
準

は
、
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
」
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
」

「
障
が
い
」「
多
文
化
共
生
」

「
育
児
・
介
護
」
の
５
項
目

か
ら
算
出
し
た
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ス
コ
ア
を
も
と
に
、
四

つ
の
ラ
ン
ク
ご
と
に
認
定
。

認
定
企
業
の
中
で
も
ス
コ
ア

が
高
く
、
他
の
企
業
の
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
な
特

筆
す
べ
き
取
り
組
み
を
行
う

企
業
に
は
、
企
業
規
模
や
特

性
に
応
じ
た
５
部
門
で
「
Ｄ

＆
Ⅰ
　
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ
大
賞
」

「
Ｄ
＆
Ⅰ
　
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｄ

賞
」
が
贈
ら
れ
る
。

　
同
社
は
Ｄ
Ｅ
Ｉ
（
Ｄ
ｉ
ｖ

ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｔ
ｙ
＝
多
様
性
、

Ｅ
ｑ
ｕ
ｉ
ｔ
ｙ
＝
公
平
性
、

Ｉ
ｎ
ｃ
ｌ
ｕ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ
＝
包

括
性
）
を
経
営
戦
略
の
重
要

な
柱
と
位
置
付
け
、
女
性
以

外
の
多
様
性
受
容
含
め
て
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
職
種
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

の
改
善
や
、
旅
客
機
内
お
よ

び
空
港
の
英
語
ア
ナ
ウ
ン
ス

を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
表
現
へ
変
更
、
障
が
い

の
あ
る
社
員
の
就
労
領
域
を

段
階
的
に
拡
大
な
ど
が
評
価

に
つ
な
が
っ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
２
月
１
日
付

人
事
異
動
に
伴
う
役
員
の
担

当
変
更
な
ど
を
発
表
し
た
。

株
主
総
会
、
取
締
役
会
な
ど

を
経
て
正
式
決
定
す
る
。

　
取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員

財
務
担
当
〈
Ｃ
Ｆ
Ｏ
〉
兼
グ

ロ
ー
バ
ル
統
括
本
部
長
（
取

締
役
兼
常
務
執
行
役
員
財
務

担
当
〈
Ｃ
Ｆ
Ｏ
〉
兼
グ
ロ
ー

バ
ル
統
括
本
部
長
訪
日
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
担
当
）

武
田
淳
　

　
取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員

経
営
戦
略
担
当
　
Ｄ
Ｘ
担
当

〈
Ｃ
Ｓ
Ｏ
、
Ｃ
Ｄ
Ｘ
Ｏ
〉

（
取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員

経
営
戦
略
担
当〈
Ｃ
Ｓ
Ｏ
〉）

藤
井
大
輔

　
執
行
役
員
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
事
業

推
進
部
長
（
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
本
部
事
業

推
進
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
）
渡
辺
紳

　
執
行
役
員
内
部
統
制
担
当

法
務
担
当
〈
Ｃ
Ｃ
Ｏ
〉
（
執

行
役
員
ガ
バ
ナ
ン
ス
担
当
内

部
統
制
担
当
〈
Ｃ
Ｇ
Ｏ
〉
）

松
岡
徹

　
常
務
執
行
役
員
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
本
部
副
本
部
長
全
社

広
域
営
業
推
進
担
当
兼
東
日

本
エ
リ
ア
広
域
代
表
訪
日
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
担
当

（
常
務
執
行
役
員
ツ
ー
リ
ズ

ム
事
業
本
部
副
本
部
長
全
社

広
域
営
業
推
進
担
当
兼
東
日

本
エ
リ
ア
広
域
代
表
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
担
当
兼
横

須
賀
支
店
長
）
山
田
仁
二

　
執
行
役
員
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
本
部
顧
客
戦
略
担
当
（
執

行
役
員
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本

部
事
業
改
革
推
進
部
長
Ｃ
Ｘ

戦
略
担
当
）
小
林
美
江
子

　
執
行
役
員
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
本
部
事
業
推
進
部
長
ス
ポ

ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
担
当

（
執
行
役
員
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
本
部
事
業
推
進
部
長
）
福

井
貴
裕

　
執
行
役
員
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
本
部
海
外
旅
行
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
改
革
担
当
（
執
行
役

員
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
本
部
海

外
旅
行
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

改
革
担
当
）
深
澤
俊
一

　
執
行
役
員
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
本
部
Ｗ
ｅ
ｂ
戦
略
担
当
国

内
旅
行
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
改

革
担
当
（
執
行
役
員
ツ
ー
リ

ズ
ム
事
業
本
部
Ｗ
ｅ
ｂ
販
売

事
業
部
長
Ｗ
ｅ
ｂ
戦
略
担

当
）
池
口
篤
志

　
１
月

日
付
退
任
（
執
行

役
員
Ｄ
Ｘ
担
当
〈
Ｃ
Ｄ
Ｘ

Ｏ
〉
）
各
務
茂
雄

　
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

は
、
食
の
絆
を
育
む
会
（
北

海
道
十
勝
郡
浦
幌
町
）
と
十

勝
う
ら
ほ
ろ
樂
舎
（
同
）
と

連
携
し
、
中
・
高
校
生
を
対

象
と
し
た
「
『
い
の
ち
』
に

触
れ
て
『
生
き
る
』
を
考
え

る
北
海
道
・
十
勝
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
」
を
今
夏
に
開
催
す

る
。

　
現
代
社
会
で
希
薄
に
な
り

つ
つ
あ
る
農
村
漁
村
と
の
つ

な
が
り
や
、
第
１
次
産
業
へ

の
関
心
低
下
が
進
む
中
、
日

本
の
食
糧
基
地
で
あ
る
北
海

道
十
勝
地
域
を
舞
台
に
、
農

業
や
食
に
関
わ
る
現
場
で
の

体
験
を
通
じ
て
、
命
や
食
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。

　
ツ
ア
ー
日
程
は
７
月

日

か
ら
８
月
２
日
ま
で
の
３
泊

４
日
。
酪
農
・
畑
作
農
家
で

の
仕
事
体
験
、
よ
つ
葉
乳
業

の
工
場
見
学
、
「
生
き
る
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
帯
広
畜
産
大
学
の

学
生
と
の
交
流
な
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
予
定
し
て
お
り
、

初
日
は
、
農
家
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
も
行
う
。


